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No work has yet been reported on noradrenaline with reference to the paraganglia 

(i. e. the extra-adrenal collections of chromaffin cells) of adult man, while existence of 
the paraganglia in the adult has recently been reported. 

In the present report, the surro11nding tissues of the abdominal aorta which were 

obtained operatively from three adult patients of peripheral vascular disease of the ex-

tremities were investigated histochemically by using the chromaffin reaction for the simul-

taneous demonstration of both adrenaline and noradrenaline in the first case and using 

the H1LLARP & HoKFEL T’s histochemical technique for the selective demonstration of 

noradrenaline in the second and third cases, respectively. 

A number of paraganglia (macroscopic or microscopic) were observable in all四 ses.

In those of the three cases, the numerous chromaffin cells and the numerous“noracl-
renaline cells" were demonstrated. 

Whether the paraganglia may have a clinical significance - as a source of noraclrenal-

ine, or as an origin from which an extra-adrenal pheochromocytoma (about 10% of the 
tumors) arises －一一isan interresting subject which awaits further investigations. (The pro-

cedure and clinical effect of “resection of the peri-aortic tissues containing the paraganglia 
for peripheral vascular diseases of the extremities" which was performed in the present 

study were reported in the other paper1;1). 

l 緒 日

本研究第 l編に於ける動物実験の成績からパラガ

ンゲリオン （副腎外クロム親和細胞群）は主に“ノ I~

アドレナリ ン細胞”のみを含んでおり，機能的にも副

腎髄質のアドレナリ ン分泌J性とは独立した内分泌告書官

であると云うこと が示唆されたがp 本第2編にfjぷ、て

はp 果して成人にもパラガングリオンが見出されるか
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1l'1•t1pl江nd の報告りそして成人のパラガンゲリ寸ン

中にも J，，アドレナリンが証明されるか qミナf報告は

ない〕と云う問題について検討された．

II 実験材料並びに実験方法

実験材料として， 3例の成人患者（四肢の末柏、性血

行障害を有する）から手術的に得られた新鮮な腹；＇；｛；大

動脈周囲組織が用いられた（図 l，図 6及び図 7）.そ

の切除範囲はp 図5に示さJ.1，た如く，左副腎下極部F付
近より下腸間膜動脈起始当摘す近に至るp 大動脈の前部

より左側方に向った部分である．

カテコ－ ＇＂アミンの組織化学的証明法として山第

1例に於いては総カテコールアミン（アドレナリン並

rJにノ fしアドレナリン） i'証明するためにクロ v 、観下：l

反応九亦第2例並びに第3例に於いては選択的にノ

ルアドレナリンを証明するために点本l依りリ法がp 各

々用いられた．両組織化学的証明法（すでに木研究

第 I編1311こりλ、て述べたj の操作過程中p この第H編

にIf:＇いては固定後脱水された組織片は更に ceder油に

浸漬された．この操作lt組織片を透明としp その中に

含まれているパラガンゲリオンの肉眼的発見をより窓

易ならしめt:.

HI 観察並びに考察

パラガンゲリオンは全例に於いて存在した：即ち肉

眼的に山第 l例では長さ約 l.Ocmの帯状のもの l個

（図 4 i ，第 2 例では粟半、~｝~のもの 2個p そして第 3 例

では決料大のもの 6個が各々見出され，亦顕微鏡的大

きさのものは住例に沿いて多数見出された．

これらのパ弓ガンゲリ寸ン中に：士p 第l例ではクロ

ム親和細胞群がp そして第2例及び第3例では“ノル

アドレナリン細胞群”7）が各々証明された（図 I，凶 2及

び図 3). 

これらパラガンケリオンの多くは主に腹大動脈伸経

叢の附近に見出さit（図的p 亦これらパラガングリオ

ンのー牧的組織像は本研究第 l編に於いて観察された

家兎のそれと殆んど類似している．やや奥ると ，＇，！＿！、われ

た点はp 顕微鏡的大きさのパラガンゲリオンの多く l士

被膜を有しておらず（図 2），亦第3例のパラガングり

すンでl土＇ ，~，：足のそれに比してややP 間質結合織の増

加並びに色素反応（沃素酸カリ法による）の減弱が認、

められたf図3）ことである．

人間の胎生期に於いてはy 比較的大量のパ弓ガン

グリオンが見出さtI_ 1)9)10)12)15)16），そのうち下腸間膜

動脈起始部附近に在る段大のパラガンゲリオンl士一般

に“Zuckerkandl器官” 15）として知られており，;J：、この
器官に含まれている昇圧アミンの活性はノルアドレナ

リンのみに由 :le:Tるものであり l'l，自律神経系の発達

が未だ充分でないこの11!p切にJ、L、てはp 恐らくパラガ

ングリオン中のノ I＼，アドレナリンが血管運動などに於

いて重要な役割jを果していたことは想像に難くない．

幼児期に於いてはp 例えは図 8(Couplandより）に示

された ~11 くパラガングリオパ土未だ相当量の大きさを

有していると＂日、われるのであるが y ごの時期に於け

る“Zuckerkandl器官”の変性，退化が Zuckerkandlそ

の他の研究者により報告別10)11)16）されたためれ成人

では，従来パヲガンゲリオ／は発見出来ない（少くと

も肉Ill＇内に；主）と考えられてれ九

丹？とみに1954年 Coupland2lにより，成人にUλ、てもパ

ラガンケリオンは腹腔動脈及び上腸間膜動脈始部附近

に多数存在することが報告された．彼の見解を要約す

れば；；，くの如くである．“従前の研究者達が成人lこ長け

る多数のパラガングリオンを見出し得なかったのは恐

らく彼等の注意が主に“Zuckerkandl器官”にのみ集

中さ~＇・ていたからである． 次に“Zuckerkandli察官”

が変性，退化するのは恐らく解剖学的p 局所的な原因

（即ちy“Zuckerkandl器官”と大動脈前にある神経線

維との問の成長速度の差がp この器官を分解せしめ3

クロム初日l利jil日号分散せしめる i：こ民くものでありp

そして成人に於けるパラガンゲリオンの総量は恐らく

幼児期前期のそれに匹敵するものである”と．

本研究に於いても全例にパラガングリ寸ンを見出し

ief tごうり この観察は（けuplandがパラガングリオンの

存在を報告している腹腔動脈及び上腸間膜動脈起始部

附近の組織中でなされたものではなしそれよりも下

部のむしろ彼ボぺラガンゲリオンの分布が少ないと報

告している“＼，川肝 pre-aorticplexus、のがfil:に相叶lす

る組綴標本について検索された結果であることを考慮

するならばp 後腹膜組織中に分布するパラガングリオ

ンの総量：は成人に於いても相当量に達するものと恩わ

i Lる．

成人のパラガングリオン内のノルアドレナリンに関

する報告はないの，本研究によって初めてp 成人のベ

ラガングリ寸ン中に多数の“ノ＞t,アド Lナリン細胞’＼

が組織化学的に証明された．亦図 1（クロム槻tlJI zl,i:; I 

の組織像と図 2及び図 31沃素酸カリ法〕のそれを比較

するならばp 恐らく成人パラザングリオン中のクロム

親和細胞群も主に“ノルアドレナリン細胞群”と推定
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される．この様な推定に関しては，すでに本研究第 l

編に於いて家兎のパラガングリオンについてその色素

親和細胞含有率を比較することにより証明されてお

りp 亦考察が加えられている．

パラガングリオンの持つ臨床的意義は今後追究され

るべき研究課題の 1つである．例えば，副腎外褐色細

胞腫（全褐色細胞腫の約10%を占め51, 髄貫性の同麗

叫に比しノルアドレナリンの含有比が高い3）はp その

だ生部位から推しでも，恐らくパラガングリオン起原

のものを含むと考えられP 更に“未柏、性血行障害に対

するパラガングリオン切除術”（その術式及び臨床主主

果等については他誌17）に報告した）に見られた如し

力テコールアミン特にノルアドレナリンの貯蔵p 分泌、

母地としてもパ弓ガングリオンは生理学的または病態

生理学的意義を有するものと考える．

¥ l結 語

最近，成人に lj~けるパラガングリオン（副腎外クロ

ム親和細胞群）の存在が報告されているがp 成人のパ

ラガングリオンに於けるノルアドレナリンに関する報

告はない．

本研究に於いてはp 3例の成人（四肢の末柏、性血行

障害を有する）から手術的に得られた新鮮な腹部大動

脈周閉組織についてp その第1例では総カテコールア

ミンを証明するためにクロム親和反応をF 亦第2例及

び日3例では選択的にノルアドレナリンを証明するた

めに沃素酸カリi去を用いp 各々組織化学的に検索が行

われた．パラガングリオンは全例に於いて見出され，

これらパラガングリオン中に，第 l例では多教のクロ

ム親和細胞群仇亦第 2例及び第3例では多教の“ノ

ルアドレナリン細胞群”が各々組織化学的に証明され

fこ．

パラガンゲリオンがもっ臨床的意義は今後研究され

るべき興味ある課題であろう（本研究に於いて行われ

た末梢、性血行障害に対するパラガングリオン切除術の

術式及び臨床数果については別の報告17）号参照せら

れたい．

稿を終るに当り P 終始御指導いただいた青柳安誠名

誉教授並びに木村忠司教授にぷ謝致します．また御協

力いただいた井上諒講師並びに医局員各位に謝意を表

します．

1荷p 本研究の要旨はp 第12回国際自律神経研究会日

本支部総会（1962年11月3日）並びに第92回近畿外科

学会 (1962年11月10日）に於いて発表した．
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EXPLANATION OF FIGURES 

Fig. 1. Cross同仁tionof the paraganglia in the first ca噌

The chromaffin reaction with nuclear staining by Kernechtrot. ×280 

＼什te: The chromaffin reaction is so intense as to obscure nuclear 、taming.
Fig. 2. Cross section of one of the microscopic paragan巨liain the second case. 

The pota-,-,ium iodate method with nuclear staining by Kernechtrot. ×280 

Note : None-encapsulated collections of the ‘noradrenaline cells." 

Fig. 3. Crn－，、可仁tionけtone of the paraganglia in the third case. 

The potassium iodate method ¥¥ith nuclear staining by Kernechtrot目 x100 

Note : A encapsulated collection of the ・'noradrenaline cells" 

Fig. 4. The surrounding tissues of the aorta that are resected from the first case. 

The chromaffin reaction. 

Note : A black strip .ibout a centimetre long (arrow) along the aortiじ plexusis the paraganglia. 

Fig. 5 The regions of the surrounding t""'e' of the aorta that are resected operatively in the present 

three cases are indicated. A. abdominal aorta; AD. adrenal gland ; GV, gonadal vein ; IM, inferior 

mesenteric artery ; V, inferior vena cava 

Fig. 6. The surrounding ti刷 uesof the abdominal aorta in the second c沼田．

Fig. 7. The surrounding ti日uesof the abdominal aort1 in the third case. 

Fig. 8. l<ec• 111'tr11cti＜川けfthe abdominal aorta and surrounding ti日uesof a 3「ear-old child.〔Thesites of 

origin of the coeliac, superior mesenteric and inferior mesenteric arteries are indicated.) 

Paraganglia black. The H-shaped paraganglia in the vicinit' of the origin of the inferior mesenteric 

artery is the “organs of Z uc keγkandl”（From Coupland, 19忌n
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